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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年11月26日(2009.11.26)

【公表番号】特表2009-514980(P2009-514980A)
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【年通号数】公開・登録公報2009-014
【出願番号】特願2008-540217(P2008-540217)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 471/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/551    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/553    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 519/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/32     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/34     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  23/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 471/08    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  31/551   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/553   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 519/00    ３１１　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/18    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/22    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/24    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/16    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/14    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/32    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/34    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/20    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/04    　　　　
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   Ａ６１Ｐ  23/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年10月2日(2009.10.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式ＩＩまたは式ＶＩの化合物、薬学的に許容し得るその塩、薬学的に許容し得るその溶
媒和物、または薬学的に許容し得るその塩の溶媒和物：
【化１】

式中、
　ＢはＣＨ２，Ｃ＝０、またはＣ＝Ｓであり；
　Ｒは、Ｈ，炭素数１～４のアルキル、炭素数１～４のハロゲン化アルキル、炭素数３な
いし７のシクロアルキル、炭素数４ないし７のシクロアルキルアルキル、または－Ｃ１－

６アルキル－Ａｒであり；
　ｍは２であり；
　ＹはＳであり；
　Ｘ７，Ｘ８，Ｘ９およびＸ１０は、各自独立にＮ，ＣＨ，またはＣＲ２であり、Ｘ７，
Ｘ８，Ｘ９およびＸ１０の多くても１つはＮであり；
Ｒ１およびＲ２は各自独立に、
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，Ｓ
Ｒ６，ＳＯＲ６，Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈｅ
ｔ，またはそれらの組合せで置換されたＣ１－６アルキル；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，Ｓ
Ｒ６，ＳＯＲ６，Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈｅ
ｔ，またはそれらの組合せで置換されたＣ２－６アルケニル；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，Ｓ
Ｒ６，ＳＯＲ６，Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈｅ
ｔ，またはそれらの組合せで置換されたＣ２－６アルキニル；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，Ｓ
Ｒ６，ＳＯＲ６，未置換Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ
，Ｈｅｔ，またはそれらの組合せで置換されたＣ３－８シクロアルキル；
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　未置換、またはシクロアルキル部分において１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ
１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，ＳＲ６，ＳＯＲ６，未置換Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ
６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈｅｔ，またはそれらの組合せにより、および／またはア
ルキル部分において１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，
ＳＲ６，ＳＯＲ６，Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈ
ｅｔ，またはそれらの組合せにより置換されたＣ４－１０シクロアルキルアルキル；
ハロゲン；
ＣＮ，ＮＯ２，ＮＲ６Ｒ７，ＳＲ６，ＳＯＲ６，ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２Ｒ６Ｒ７，ＮＲ６Ｓ
Ｏ２Ｒ７，ＣＯＮＲ６Ｒ７，ＣＳＮＲ６Ｒ７，ＣＯＯＲ６，ＮＲＦ６ＣＯＲ７，ＮＲ６Ｃ
ＳＲ７，ＮＲ６ＣＯＮＲ６Ｒ７，ＮＲ６ＣＳＮＲ６Ｒ７，ＮＲ６ＣＯＯＲ７，ＮＲ６ＣＳ
ＯＲ７，ＯＣＯＮＲ６Ｒ７，ＯＣＳＮＲ６Ｒ７；
Ａｒ；
Ｈｅｔ；または
ＯＲ９であり；
Ｒ６およびＲ７は各自独立に、
Ｈ；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，炭素数１～６のモノア
ルキルアミノ、各アルキルの炭素数が１～６であるジアルキルアミノ、Ｃ３－８シクロア
ルキル、Ａｒ，Ｈｅｔ、またはそれらの組合せで置換された炭素数１～６のアルキル；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，炭素数１～６のモノア
ルキルアミノ、各アルキルの炭素数が１～６であるジアルキルアミノ、Ｃ３－８シクロア
ルキル、Ａｒ，Ｈｅｔ、またはそれらの組合せで置換された炭素数３～６のアルケニル；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，炭素数１～６のモノア
ルキルアミノ、各アルキルの炭素数が１～６であるジアルキルアミノ、Ｃ３－８シクロア
ルキル、Ａｒ，Ｈｅｔ、またはそれらの組合せで置換された炭素数３～６のアルキニル；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，炭素数１～６のモノア
ルキルアミノ、各アルキルの炭素数が１～６であるジアルキルアミノ、Ｃ３－８シクロア
ルキル、Ａｒ，Ｈｅｔ、またはそれらの組合せで置換されたＣ３－８シクロアルキル；
　未置換、またはシクロアルキル部分において１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ
１６，炭素数１～６のモノアルキルアミノ、各アルキルの炭素数が１～６であるジアルキ
ルアミノ、Ｃ３－８シクロアルキル、Ａｒ，Ｈｅｔ、またはそれらの組合せで置換され、
および／またはアルキル部分において１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，炭
素数１～６のモノアルキルアミノ、各アルキルの炭素数が１～６であるジアルキルアミノ
、Ｃ３－８シクロアルキル、Ａｒ，Ｈｅｔ、またはそれらの組合せで置換されたＣ４－１

０シクロアルキルアルキル；
Ａｒ；または
Ｈｅｔであり；
Ｒ８はＣ１－６アルキルであり；
Ｒ９は、
Ｈ；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，Ｓ
Ｒ６，ＳＯＲ６，Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈｅ
ｔ，またはそれらの組合せで置換されたＣ１－６アルキル；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，Ｓ
Ｒ６，ＳＯＲ６，Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈｅ
ｔ，またはそれらの組合せで置換されたＣ３－６アルケニル；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，Ｓ
Ｒ６，ＳＯＲ６，Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈｅ
ｔ，またはそれらの組合せで置換されたＣ３－６アルキニル；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，Ｓ
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Ｒ６，ＳＯＲ６，未置換Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ
，Ｈｅｔ，またはそれらの組合せで置換されたＣ３－８シクロアルキル；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，Ｓ
Ｒ６，ＳＯＲ６，未置換Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ
，Ｈｅｔ，またはそれらの組合せにより、置換されたＣ４－８シクロアルキルアルキルで
あり；
Ａｒ；または
Ｈｅｔであり；
　Ｘ２２およびＸ２３は、各自独立にＣＨまたはＣＲ１２であり、そのうち少なくともＸ
２２またはＸ２３はＣＲ１２であり；
Ｒ１２は、ハロゲン、１回以上Ｆ，－ＮＨＣＯＮＨ－Ｃ１－４アルキル、Ａｒ，Ａｒ－Ｃ

１－４アルキル－Ｏ－によって置換されたＣ１－６アルコキシ、または式ＩＸ－ＸＩから
選ばれ、
【化２】

ここで式ＩＸはＷ２とＷ３の結合が単結合であり、そしてＷ３とＷ４の間の結合が二重結
合であるか、またはＷ２とＷ３の結合が二重結合であり、そしてＷ３とＷ４の間の結合が
単結合である、５員環不飽和複素環を表わし、式Ｘは炭素数１～３の２価アルキレンによ
って橋かけされてもよく、そして任意にオキソによって置換されてもよい、飽和または部
分飽和５～８員複素環を表わし、そして式Ｘは炭素数１～３の２価アルキレンによって橋
かけされてもよい、飽和、部分飽和または不飽和５～８員環複素環を表わし；
　Ｑ１はＯ，Ｓ，Ｎ，ＮＲ１３またはＮＲ１３；
　Ｑ２はＣＨ，ＣＲ１４，ＣＨＲ１４，Ｏ，Ｓ，ＳＯ２，ＮまたはＮＲ１３；
　ＴはＯまたはＮＲ１０；
　Ｖ１はＯ，Ｓ，ＳＯ２，Ｎ，ＮＲ１３，ＣＲ１４またはＣＨＲ１４；
　Ｗ１はＮ；
　Ｗ２およびＷ３は、各自独立にＯ，Ｓ，Ｎ，ＮＲ１３，ＣＨまたはＣＲ１であり、そし
てＷ２とＷ３の間の結合は単結合であり、そしてＷ３とＷ４の間の結合は２重結合である
か、またはＷ２とＷ３の間の結合が２重結合であり、そしてＷ３とＷ４の間の結合が単結
合であり；
　Ｗ４はＯ，Ｓ，ＮまたはＮＲ１３；
　Ｖ２はＣ，ＣＨ，Ｃ－ＯＨまたはＮであり；
Ｒ１３はＨ，
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，Ｓ
Ｒ６，ＳＯＲ６，Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈｅ
ｔ，またはそれらの組合せで置換されたＣ１－６アルキル；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，Ｓ
Ｒ６，ＳＯＲ６，Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈｅ
ｔ，またはそれらの組合せで置換されたＣ３－６アルケニル；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，Ｓ
Ｒ６，ＳＯＲ６，Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈｅ
ｔ，またはそれらの組合せで置換されたＣ３－６アルキニル；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，Ｓ
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Ｒ６，ＳＯＲ６，未置換Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ
，Ｈｅｔ，またはそれらの組合せで置換されたＣ３－８シクロアルキル；
　未置換、またはシクロアルキル部分において１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ
１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，ＳＲ６，ＳＯＲ６，未置換Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ
６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈｅｔ，またはそれらの組合せにより、および／またはア
ルキル部分において１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，
ＳＲ６，ＳＯＲ６，Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈ
ｅｔ，またはそれらの組合せにより置換されたＣ４－１０シクロアルキルアルキル；
　ＳＯ２Ｒ６，ＣＯＮＲ６Ｒ７，ＣＳＮＲ６Ｒ７，ＣＯＯＲ６，ＣＳＯＲ６，ＣＯＲ７，
ＣＳＲ７；
　Ａｒ；または
　Ｈｅｔであり；
Ｒ１４はＨ，
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，Ｓ
Ｒ６，ＳＯＲ６，Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈｅ
ｔ，またはそれらの組合せで置換されたＣ１－６アルキル；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，Ｓ
Ｒ６，ＳＯＲ６，Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈｅ
ｔ，またはそれらの組合せで置換されたＣ３－６アルケニル；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，Ｓ
Ｒ６，ＳＯＲ６，Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈｅ
ｔ，またはそれらの組合せで置換されたＣ３－６アルキニル；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，Ｓ
Ｒ６，ＳＯＲ６，未置換Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ
，Ｈｅｔ，またはそれらの組合せで置換されたＣ３－８シクロアルキル；
　未置換、またはシクロアルキル部分において１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ
１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，ＳＲ６，ＳＯＲ６，未置換Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ
６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈｅｔ，またはそれらの組合せにより、および／またはア
ルキル部分において１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，
ＳＲ６，ＳＯＲ６，Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈ
ｅｔ，またはそれらの組合せにより置換されたＣ４－１０シクロアルキルアルキル；
ハロゲン；
ＣＮ，ＮＯ２，ＮＲ６Ｒ７，ＳＲ６，ＳＯＲ６，ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２Ｒ６Ｒ７，ＮＲ６Ｓ
Ｏ２Ｒ７，ＣＯＮＲ６Ｒ７，ＣＳＮＲ６Ｒ７，ＣＯＯＲ６，ＮＲＦ６ＣＯＲ７，ＮＲ６Ｃ
ＳＲ７，ＮＲ６ＣＯＮＲ６Ｒ７，ＮＲ６ＣＳＮＲ６Ｒ７，ＮＲ６ＣＯＯＲ７，ＮＲ６ＣＳ
ＯＲ７，ＯＣＯＮＲ６Ｒ７，ＯＣＳＮＲ６Ｒ７；
Ａｒ；
Ｈｅｔ；または
ＯＲ９であり；
Ｒ１５はＨ；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，Ｓ
Ｒ６，ＳＯＲ６，Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈｅ
ｔ，またはそれらの組合せで置換されたＣ１－６アルキル；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，Ｓ
Ｒ６，ＳＯＲ６，Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈｅ
ｔ，またはそれらの組合せで置換されたＣ２－６アルケニル；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，Ｓ
Ｒ６，ＳＯＲ６，Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈｅ
ｔ，またはそれらの組合せで置換されたＣ２－６アルキニル；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，Ｓ
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Ｒ６，ＳＯＲ６，未置換Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ
，Ｈｅｔ，またはそれらの組合せで置換されたＣ３－８シクロアルキル；
　未置換、またはシクロアルキル部分において１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ
１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，ＳＲ６，ＳＯＲ６，未置換Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ
６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈｅｔ，またはそれらの組合せにより、および／またはア
ルキル部分において１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，
ＳＲ６，ＳＯＲ６，Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈ
ｅｔ，またはそれらの組合せにより置換されたＣ４－１０シクロアルキルアルキル；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＲ１６，ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，Ｓ
Ｒ６，ＳＯ２Ｒ６，未置換Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａ
ｒ，Ｈｅｔ，またはそれらの組合せによって置換されたＣ３－８シクロアルコキシ；
ハロゲン；
オキソ、チオ、ＣＮ，ＮＯ２，ＮＲ６Ｒ７，ＳＲ６，ＳＯＲ６，ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２ＮＲ
６Ｒ７，ＮＲ６ＳＯ２Ｒ７，ＣＯＮＲ６Ｒ７，ＣＳＮＲ６Ｒ７，ＣＯＯＲ６，ＮＲ６ＣＯ
Ｒ７，ＮＲ６ＣＳＲ７，ＮＲ６ＣＯＮＲ６Ｒ７，ＮＲ６ＣＳＮＲ６Ｒ７，ＮＲ６ＣＯＯＲ
７，ＮＲ６ＣＳＯＲ７，ＯＣＯＮＲ６Ｒ７，ＯＣＳＮＲ６Ｒ７；
Ａｒ；
Ｈｅｔ；または
ＯＲ９であり；
Ｒ１６はＨ；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＨ，炭素数１～４のアルコキシ
、ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，ＳＲ６，ＳＯＲ６，Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２

ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈｅｔ、またはそれらの組合せで置換されたＣ１－６アルキル；
　未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＨ，炭素数１～４のアルコキシ
、ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，ＳＲ６，ＳＯＲ６，未置換Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，
ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈｅｔ、またはそれらの組合せで置換されたＣ３－６シクロア
ルキル；
未置換、または１回以上Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉ，ＣＮ，ＯＨ，炭素数１～４のアルコキシ、
ＮＲ６Ｒ７，ＳＨ，ＳＲ６，ＳＯＲ６，Ｃ３－８シクロアルキル、ＳＯ２Ｒ６，ＳＯ２Ｎ
Ｒ６Ｒ７，Ａｒ，Ｈｅｔ、またはそれらの組合せで置換されたＣ４－８シクロアルキルア
ルキルであり；
Ａｒは未置換、または１回以上以下の基によって置換された炭素数６～１０のアリール基
であり、該置換基は、
炭素数１～８のアルキル、
炭素数１～８のアルコキシ、
ハロゲン、
アミノ、
シアノ、
ヒドロキシ、
ニトロ、
炭素数１～８のハロゲン化アルキル、
炭素数１～８のハロゲン化アルコキシ、
炭素数１～８のヒドロキシアルキル、
炭素数２～８のヒドロキシアルコキシ、
炭素数３～８のアルケニルオキシ、
炭素数１～８のモノアルキルアミノ、
各アルキルの炭素数が１～８であるジアルキルアミノ、
カルボキシ、
アルコキシカルボニル、
アルキルアミノカルボニル、
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アシルアミド、
アシルオキシ、
炭素数１～８のアルキルチオ、
炭素数１～８のアルキルスルフィニル、
炭素数１～８のアルキルスルホニル、
スルホ、
スルホニルアミノ、
Ｈｅｔ、
　シクロアルキル基が炭素数３～７を有し、そして任意にハロゲン、炭素数１～８のアル
キル、炭素数１～８のハロゲン化アルキル、炭素数１～４のアルコキシ、アミノ、炭素数
１～８のモノアルキルアミノ、各アルキル部分か炭素数１～８を有するジアルキルアミノ
、ＣＯＲ９，ＣＳＲ９，シアノ、ヒドロキシ、ニトロ、オキソ、またはチオで置換された
シクロアルキルアミノ、
　アリール部分が炭素数６～１０を有し、そして任意にハロゲン、炭素数１～８のアルキ
ル、炭素数１～８のハロゲン化アルキル、炭素数１～４のアルコキシ、アミノ、炭素数１
～８のモノアルキルアミノ、各アルキル部分が炭素数１～８を有するジアルキルアミノ、
ＣＯＲ９，ＣＳＲ９，シアノ、ヒドロキシ、ニトロ、オキソまたはチオで置換されたアリ
ールオキシ、
　アリール部分が炭素数６～１０を有し、そして任意にハロゲン、炭素数１～８のアルキ
ル、炭素数１～８のハロゲン化アルキル、炭素数１～４のアルコキシ、アミノ、炭素数１
～８のモノアルキルアミノ、各アルキル部分が炭素数１～８を有するジアルキルアミノ、
ＣＯＲ９，ＣＳＲ９，シアノ、ヒドロキシ、ニトロ、オキソまたはチオで置換されたアリ
ールチオ、
　シクロアルキル基が炭素数３～７を有し、そして任意にハロゲン、炭素数１～８のアル
キル、炭素数１～８のハロゲン化アルキル、炭素数１～４のアルコキシ、アミノ、炭素数
１～８のモノアルキルアミノ、各アルキル部分が炭素数１～８を有するジアルキルアミノ
、ＣＯＲ９，ＣＳＲ９，シアノ、ヒドロキシ、ニトロ、オキソ、またはチオで置換された
シクロアルキルオキシ、またはそれらの組合せであり；そして
Ｈｅｔは、少なくとも１個の環原子がＮ，ＯまたはＳである環原子５～１０の完全飽和、
部分飽和または完全不飽和複素環基であって、未置換か、または１回以上以下の基によっ
て置換され、該置換基は、
　炭素数１～８のアルキル、
　炭素数１～８のアルコキシ、
　炭素数３～８のシクロアルキル、
　炭素数４～８のシクロアルキルアルキル、
ハロゲン、
アミノ、
シアノ、
ヒドロキシ、
ニトロ、
炭素数１～８のハロゲン化アルキル、
炭素数１～８のハロゲン化アルコキシ、
炭素数１～８のヒドロキシアルキル、
炭素数２～８のヒドロキシアルコキシ、
炭素数３～８のアルケニルオキシ、
炭素数１～８のモノアルキルアミノ、
各アルキルの炭素数が１～８であるジアルキルアミノ、
カルボキシ、
アルコキシカルボニル、
アルキルアミノカルボニル、
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アシルアミド、
アシルオキシ、
炭素数１～８のアルキルチオ、
炭素数１～８のアルキルスルフィニル、
炭素数１～８のアルキルスルホニル、
スルホ、
スルホニルアミノ、
Ｈｅｔ、
　シクロアルキル基が炭素数３～７を有し、そして任意にハロゲン、炭素数１～８のアル
キル、炭素数１～８のハロゲン化アルキル、炭素数１～４のアルコキシ、アミノ、炭素数
１～８のモノアルキルアミノ、各アルキル部分か炭素数１～８を有するジアルキルアミノ
、ＣＯＲ９，ＣＳＲ９，シアノ、ヒドロキシ、ニトロ、オキソ、またはチオで置換された
シクロアルキルアミノ、炭素数６～１０を有するアリールであって、任意にハロゲン、炭
素数１～８のアルキル、炭素数１～８のハロゲン化アルキル、炭素数１～４のアルコキシ
、アミノ、炭素数１～８のモノアルキルアミノ、各アルキル部分が炭素数１～８を有する
ジアルキルアミノ、ＣＯＲ９，ＣＳＲ９、シアノ、ヒドロキシ、ニトロ、オキソ、または
チオで置換された前記アリール、
　アリール部分が炭素数６～１０を有し、アルキレン部分が炭素数１～４を有するアリー
ル－アルキレン基であって、未置換か、または１回以上ハロゲン、炭素数１～８のアルキ
ル、炭素数１～８のハロゲン化アルキル、炭素数１～４のアルコキシ、アミノ、炭素数１
～８のモノアルキルアミノ、各アルキル部分が炭素数１～８を有するジアルキルアミノ、
ＣＯＲ９，ＣＳＲ９、シアノ、ヒドロキシ、ニトロ、オキソ、またはチオで置換された前
記アリール－アルキレン、
　アリール部分が炭素数６～１０を有し、そして任意にハロゲン、炭素数１～８のアルキ
ル、炭素数１～８のハロゲン化アルキル、炭素数１～４のアルコキシ、アミノ、炭素数１
～８のモノアルキルアミノ、各アルキル部分が炭素数１～８を有するジアルキルアミノ、
ＣＯＲ９，ＣＳＲ９，シアノ、ヒドロキシ、ニトロ、オキソまたはチオで置換されたアリ
ールオキシ、
　アリール部分が炭素数６～１０を有し、そして任意にハロゲン、炭素数１～８のアルキ
ル、炭素数１～８のハロゲン化アルキル、炭素数１～４のアルコキシ、アミノ、炭素数１
～８のモノアルキルアミノ、各アルキル部分が炭素数１～８を有するジアルキルアミノ、
ＣＯＲ９，ＣＳＲ９，シアノ、ヒドロキシ、ニトロ、オキソまたはチオで置換されたアリ
ールチオ、
　シクロアルキル基が炭素数３～７を有し、そして任意にハロゲン、炭素数１～８のアル
キル、炭素数１～８のハロゲン化アルキル、炭素数１～４のアルコキシ、アミノ、炭素数
１～８のモノアルキルアミノ、各アルキル部分が炭素数１～８を有するジアルキルアミノ
、ＣＯＲ９，ＣＳＲ９，シアノ、ヒドロキシ、ニトロ、オキソ、またはチオで置換された
シクロアルキルオキシ、少なくとも１個の環原子がＮ，ＯまたはＳである環原子５～１０
を有する完全飽和、部分飽和または完全不飽和複素環基であって、未置換か、または１回
以上ハロゲン、炭素数１～８のアルキル、炭素数１～８のハロゲン化アルキル、炭素数１
～４のアルコキシ、炭素数１～８のモノアルキルアミノ、各アルキル部分が炭素数１～８
を有するジアルキルアミノ、ＣＯＲ９，ＣＳＲ９、シアノ、ヒドロキシ、ニトロ、オキソ
またはチオ、またはそれらの組合せて置換された前記複素環基であり；
　ここでＸ８またはＸ９の少なくとも一方はＣＲ２であり、そしてＲ２はイミダゾリジニ
ル以外のＨｅｔであるか、またはＲ２はＯＲ９であって、Ｒ９はＨｅｔであり、そして
　ここでＸ２２およびＸ２３の少なくとも一方はＣＲ１２であり、そしてＲ１２はハロゲ
ン、－ＮＨＣＯＮＨ－Ｃ１－４アルキルか、またはＷ４がＮかＮＨＲ１３であって、Ｖ２

がＮである式ＩＸ－ＸＩから選ばれる。
【請求項２】
　Ｘ２４がＮである請求項１の化合物。
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【請求項３】
　Ｘ２３がＣＲ２０であり、そしてＲ２０がハロゲンである請求項２の化合物。
【請求項４】
　前記化合物は式ＶＩから選ばれ、ここでＸ２４は、ＣＨであり、
　Ｘ２２またはＸ２３の少なくとも一方はＣＲ２１であって、Ｒ２１は式ＩＸ－ＸＩ
【化３】

から選ばれ、ここでＷ４はＮまたはＮＲ１３であり、そしてＶ２はＮである請求項１の化
合物。
【請求項５】
　前記化合物は式ＶＩから選ばれ、ここでＸ２３はＣＲ２１であって、Ｒ２１は式ＩＸ－
ＸＩ

【化４】

から選ばれ、ここでＷ４はＮまたはＮＲ１３であり、そしてＶ２はＮである請求項４の化
合物。
【請求項６】
　Ｘ２３がＣＲ２１であり、ここでＲ２１は式Ｘ

【化５】

であり、
ここでＶ２はＮである請求項５の化合物。
【請求項７】
　Ｘ２３がＣＲ２１であり、ここでＲ２１は式ＸＩ
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【化６】

である、請求項５の化合物。
【請求項８】
　前記化合物は式ＶＩから選ばれ、ここで
　Ｘ２４はＣＨであり、
　Ｘ２３はＣＲ２１であって、Ｒ２１は式ＩＸ－ＸＩ

【化７】

から選ばれ、ここでＷ４はＮまたはＮＲ１３であり、Ｖ２はＮである請求項１の化合物。
【請求項９】
　前記化合物は式ＶＩから選ばれ、ここでＸ２２およびＸ２３の少なくとも一方はＣＲ１

２であって、Ｒ１２は－ＮＨＣＯＮＨ－Ｃ１－４アルキルか、または置換もしくは未置換
ピロリジニル、モルホリニル、チオモルホリニル、ピペラジニル、ジアゼパニル、オキサ
ゼパニル、テトラヒドロピラニルオキシ、ジヒドロイミダゾリル、またはイミダゾジニル
である請求項１の化合物。
【請求項１０】
　前記化合物は式ＶＩから選ばれ、ここでＸ２２およびＸ２３の少なくとも一方はＣＲ１

２であって、Ｒ１２は炭素１ないし６のアルコキシ、アミノ、炭素数１ないし６のモノア
ルキルアミノ、または各アルキル基が炭素数１ないし６のジアルキルアミノによって置換
されたピロリジニルである請求項９の化合物。
【請求項１１】
　前記化合物は式ＶＩから選ばれ、ここでＲはＨまたは炭素数１ないし４のアルキルであ
る請求項１ないし１０のいずれかの化合物。
【請求項１２】
　前記化合物は式ＶＩから選ばれ、ここでＲはＨである請求項１ないし１０のいずれかの
化合物。
【請求項１３】
　ＢがＣＯである請求項１ないし１２のいずれかの化合物。
【請求項１４】
　前記化合物は式ＩＩから選ばれ、ここでＸ８またはＸ９の少なくとも一方はＣＲ２であ
って、Ｒ２はイミダゾリジニル以外のＨｅｔであるか、またはＲ２はＯＲ９であり、Ｒ９

はＨｅｔである請求項１の化合物。
【請求項１５】
　前記化合物は式ＩＩから選ばれ、ここでＸ８またはＸ９の少なくとも一方はＣＲ２であ
って、Ｒ２は置換または未置換のピロリジニル、ジアザビシクロヘプチル、ジアザビシク
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ロノニル、ピペラジニル、ジアゼパニル、ヘキサヒドロピロロピラジニル、ジアザビシク
ロオクチル、ピロリジニルオキシ、またはアザビシクロオクチルオキシである請求項１の
化合物。
【請求項１６】
　ＢがＣＯである請求項１，１４および１５のいずれかの化合物。
【請求項１７】
　以下の化合物から選ばれた請求項１の化合物：
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－ピロ
リジン－１－イル－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（３
－メトキシピロリジン－１－イル）－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－モル
ホリン－４－イル－１Ｈ－インダゾール；
　１－〔３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－１
Ｈ－インダゾール－６－イル〕－３－プロピルイミダゾリジン－２－オン；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（４
－メチル－１，４－ジアゼパン－１－イル）－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－チオ
モルホリン－４－イル－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（４
－メチルピペラジン－１－イル）－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（１
，４－オキサゼパン－４－イル）－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－フル
オロ－１Ｈ－ピラゾロ〔３，４－ｂ〕ピリジンギ酸塩；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－〔（
３Ｒ）－３－メトキシピロリジン－１－イル〕－１Ｈ－インダゾールジギ酸塩；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－５－〔（
３Ｓ）－３－メトキシピロリジン－１－イル〕－１Ｈ－インダゾールジギ酸塩；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－５－〔（
３Ｒ）－３－メトキシピロリジン－１－イル〕－１Ｈ－インダゾールジギ酸塩；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－〔（
３Ｓ）－３－メトキシピロリジン－１－イル〕－１Ｈ－インダゾールジギ酸塩；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－５－（テ
トラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（テ
トラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（テ
トラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－〔（
３Ｒ）－３－メトキシピロリジン－１－イル〕－１，２－ベンズイソチアゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－〔（
３Ｓ）－３－メトキシピロリジン－１－イル〕－１，２－ベンズイソチアゾール；
　Ｎ－〔３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－１
－メチル－１Ｈ－インダゾール－６－イル〕－Ｎ’－プロピル尿素ギ酸塩；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－〔（
１Ｓ，４Ｓ）－５－メチル－２，５－ジアザビシクロ〔２．２．１〕ヘプト－２－イル〕
－１，２－ベンズイソチアゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－〔（
１Ｒ，４Ｒ）－５－メチル－２，５－ジアザビシクロ〔２．２．１〕ヘプト－２－イル〕
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－１，２－ベンズイソチアゾール；
　６－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－３－（１
，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－１，２－ベンズイソ
チアゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－５－〔４
－（２，２，２－トリフルオロエチル）－１，４－ジアゼパン－１－イル〕－１Ｈ－イン
ダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－ピロ
リジン－１－イル－１，２－ベンズイソチアゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（４
－メチルピペラジン－１－イル）－１，２－ベンズイソチアゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（４
－メチル－１，４－ジアゼパン－１－イル）－１，２－ベンズイソチアゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（ヘ
キサヒドロピロロ〔１，２－ａ〕ピラジン－２（１Ｈ）－イル）－１，２－ベンズイソチ
アゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（５
－メチル－２，５－ジアザビシクロ〔２．２．２〕オクト－２－イル）－１，２－ベンズ
イソチアゾール；
　６－〔（１Ｓ，４Ｓ）－５－シクロプロピル－２，５－ジアザビシクロ〔２．２．１〕
ヘプト－２－イル〕－３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカル
ボニル）－１，２－ベンズイソチアゾール；
　６－〔（１Ｓ，４Ｓ）－５－（シクロプロピルメチル）－２，５－ジアザビシクロ〔２
．２．１〕ヘプト－２－イル〕－３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４
－イルカルボニル）－１，２－ベンズイソチアゾール；
　ｔ－ブチル（１Ｓ，４Ｓ）－５－〔３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン
－４－イルカルボニル）－１，２－ベンズイソチアゾール－６－イル〕－２，５－ジアザ
ビシクロ〔２．２．１〕ヘプタン－２－カルボキシレート；
　６－〔（１Ｓ，４Ｓ）－２，５－ジアザビシクロ〔２．２．１〕ヘプト－２－イル〕－
３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－１，２－ベ
ンズイソチアゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－〔（
１－メチルピロリジン－３－イル）オキシ〕－１，２－ベンズイソチアゾール；
　６－（１－ジアザビシクロ〔２．２．２〕オクト－３－イルオキシ）－３－（１，４－
ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－１，２－ベンズイソチアゾ
ール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（１
－メチル－４，５－ジヒドロ－１Ｈ－イミダゾール－２－イル）－１Ｈ－インダゾール；
　ここで上に列挙した遊離塩基の形または薬学的に許容し得る塩の形の化合物は溶媒和物
の形にあることができ、
　ここで上で列挙した遊離塩基の形または薬学的に許容し得る塩の形の化合物はＮ－オキ
シドの形にあることができ、
　ここで上で列挙した遊離塩基またはその溶媒和物またはＮ－オキシドの形、または薬学
的に許容し得る塩またはその溶媒和物の形の化合物は多形の形にあることができ、そして
　ここでもし化合物がキラリティーを示すならば、それはラセミ体またはジアステレオマ
ーの混合物のようなエナンチオマーの混合物の形、または単一のエナンチオマーまたは単
一ジアステレオマーの形にあることができる。
【請求項１８】
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－ピロ
リジン－１－イル－１Ｈ－インダゾール；
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　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（３
－メトキシピロリジン－１－イル）－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－モル
ホリン－４－イル－１Ｈ－インダゾール；
　１－〔３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－１
Ｈ－インダゾール－６－イル〕－３－プロピルイミダゾリジン－２－オン；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（４
－メチル－１，４－ジアゼパン－１－イル）－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－チオ
モルホリン－４－イル－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（４
－メチルピペラジン－１－イル）－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（１
，４－オキサゼパン－４－イル）－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－５－メト
キシ－１，２－ベンズイソチアゾールギ酸塩；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－フル
オロ－１Ｈ－ピラゾロ〔３，４－ｂ〕ピリジンギ酸塩；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－〔（
３Ｒ）－３－メトキシピロリジン－１－イル〕－１Ｈ－インダゾールジギ酸塩；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－５－〔（
３Ｓ）－３－メトキシピロリジン－１－イル〕－１Ｈ－インダゾールジギ酸塩；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－５－〔（
３Ｒ）－３－メトキシピロリジン－１－イル〕－１Ｈ－インダゾールジギ酸塩；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－〔（
３Ｓ）－３－メトキシピロリジン－１－イル〕－１Ｈ－インダゾールジギ酸塩；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－５－（テ
トラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（テ
トラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（テ
トラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－〔（
３Ｒ）－３－メトキシピロリジン－１－イル〕－１，２－ベンズイソチアゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－７－フル
オロ－６－メトキシ－１，２－ベンズイソチアゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－〔（
３Ｓ）－３－メトキシピロリジン－１－イル〕－１，２－ベンズイソチアゾール；
　Ｎ－〔３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－１
－メチル－１Ｈ－インダゾール－６－イル〕－Ｎ’－プロピル尿素ギ酸塩；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－１－エチ
ル－６－メトキシ－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－フェ
ニル－１Ｈ－ピラゾロ〔３，４－ｂ〕ピリジン；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－〔（
１Ｓ，４Ｓ）－５－メチル－２，５－ジアザビシクロ〔２．２．１〕ヘプト－２－イル〕
－１，２－ベンズイソチアゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－〔（
１Ｒ，４Ｒ）－５－メチル－２，５－ジアザビシクロ〔２．２．１〕ヘプト－２－イル〕
－１，２－ベンズイソチアゾール；



(14) JP 2009-514980 A5 2009.11.26

　６－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－３－（１
，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－１，２－ベンズイソ
チアゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－５－〔４
－（２，２，２－トリフルオロエチル）－１，４－ジアゼパン－１－イル〕－１Ｈ－イン
ダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－ピロ
リジン－１－イル－１，２－ベンズイソチアゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（４
－メチルピペラジン－１－イル）－１，２－ベンズイソチアゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（４
－メチル－１，４－ジアゼパン－１－イル）－１，２－ベンズイソチアゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（ヘ
キサヒドロピロロ〔１，２－ａ〕ピラジン－２（１Ｈ）－イル）－１，２－ベンズイソチ
アゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（５
－メチル－２，５－ジアザビシクロ〔２．２．２〕オクト－２－イル）－１，２－ベンズ
イソチアゾール；
　６－〔（１Ｓ，４Ｓ）－５－シクロプロピル－２，５－ジアザビシクロ〔２．２．１〕
ヘプト－２－イル〕－３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカル
ボニル）－１，２－ベンズイソチアゾール；
　６－〔（１Ｓ，４Ｓ）－５－（シクロプロピルメチル）－２，５－ジアザビシクロ〔２
．２．１〕ヘプト－２－イル〕－３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４
－イルカルボニル）－１，２－ベンズイソチアゾール；
　ｔ－ブチル（１Ｓ，４Ｓ）－５－〔３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン
－４－イルカルボニル）－１，２－ベンズイソチアゾール－６－イル〕－２，５－ジアザ
ビシクロ〔２．２．１〕ヘプタン－２－カルボキシレート；
　６－〔（１Ｓ，４Ｓ）－２，５－ジアザビシクロ〔２．２．１〕ヘプト－２－イル〕－
３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－１，２－ベ
ンズイソチアゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－〔（
１－メチルピロリジン－３－イル）オキシ〕－１，２－ベンズイソチアゾール；
　６－（１－ジアザビシクロ〔２．２．２〕オクト－３－イルオキシ）－３－（１，４－
ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－１，２－ベンズイソチアゾ
ール；
　６－（ベンジルオキシ）－３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イ
ルカルボニル）－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（１
－メチル－４，５－ジヒドロ－１Ｈ－イミダゾール－２－イル）－１Ｈ－インダゾール；
から選ばれた化合物：
　ここで上に列挙した遊離塩基の形または薬学的に許容し得る塩の形の化合物は溶媒和物
の形にあることができ、
　ここで上で列挙した遊離塩基の形または薬学的に許容し得る塩の形の化合物はＮ－オキ
シドの形にあることができ、
　ここで上で列挙した遊離塩基またはその溶媒和物またはＮ－オキシドの形、または薬学
的に許容し得る塩またはその溶媒和物の形の化合物は多形の形にあることができ、そして
　ここでもし化合物がキラリティーを示すならば、それはラセミ体またはジアステレオマ
ーの混合物のようなエナンチオマーの混合物の形、または単一のエナンチオマーまたは単
一ジアステレオマーの形にあることができる。
【請求項１９】
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　前記化合物はギ酸塩の形にある請求項１８の化合物。
【請求項２０】
　以下の化合物から選ばれる請求項１８の化合物：
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－ピロ
リジン－１－イル－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（３
－メトキシピロリジン－１－イル）－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－モル
ホリン－４－イル－１Ｈ－インダゾール；
　１－〔３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－１
Ｈ－インダゾール－６－イル〕－３－プロピルイミダゾリジン－２－オン；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（４
－メチル－１，４－ジアゼパン－１－イル）－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－チオ
モルホリン－４－イル－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（４
－メチルピペラジン－１－イル）－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－（１
，４－オキサゼパン－４－イル）－１Ｈ－インダゾール；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－５－メト
キシ－１，２－ベンズイソチアゾールギ酸塩；
　３－（１，４－ジアザビシクロ〔３．２．２〕ノン－４－イルカルボニル）－６－フル
オロ－１Ｈ－ピラゾロ〔３，４－ｂ〕ピリジンギ酸塩；
　ここで上に列挙した遊離塩基の形または薬学的に許容し得る塩の形の化合物は溶媒和物
の形にあることができ、
　ここで上で列挙した遊離塩基の形または薬学的に許容し得る塩の形の化合物はＮ－オキ
シドの形にあることができ、
　ここで上で列挙した遊離塩基またはその溶媒和物またはＮ－オキシドの形、または薬学
的に許容し得る塩またはその溶媒和物の形の化合物は多形の形にあることができ、そして
　ここでもし化合物がキラリティーを示すならば、それはラセミ体またはジアステレオマ
ーの混合物のようなエナンチオマーの混合物の形、または単一のエナンチオマーまたは単
一ジアステレオマーの形にあることができる。
【請求項２１】
　請求項１の化合物およびその薬学的に許容し得る塩を含んでいる薬剤組成物。
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